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	2025年9月28日　 JBC シンポジウム2026���石炭火力のアンモニア混焼の現状
	1　アンモニア混焼の現状�　　ー「脱炭素」の切り札として進められてきたが
	２．そもそもアンモニアは「CO₂を出さない燃料」なのか？�　ー「低炭素アンモニア」の定義
	3　JERA 碧南火力　全国に先駆けてアンモニア混焼を実証�　―20％混焼の実証から商用化に向けた大規模化へ
	４　実態から見るアンモニア混焼の現実①�――国が手厚く支援しなければ成り立たない
	５　実態から見るアンモニア混焼の現実②�　ー西条火力、長期脱炭素電源オークションを辞退
	6　実態から見るアンモニア混焼の現実③�――GI基金でも「2030年度完了」の見通したたず、予算縮小へ
	7　実態から見るアンモニア混焼の現実④�　“専焼から混焼へ”はうまくいくのか―マツダの計画変更
	８　実態から見るアンモニア混焼の現実⑤�　ー手があがらない「石炭火力のアンモニア混焼への改修」
	８．まとめ：�　　ー　それでも多額の予算を投じて続ける事業でしょうか？

